
第 553回  放 送 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  2019年 6月 18 日（火） 午後 1時 30分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6階大会議室 

 

３．委員総数    9名 

出席委員   7名 

 

委  員  長     三浦 茂樹 

副 委 員 長   恒川 かおり 

委   員   佐藤 健志 

委   員   加藤 千晶 

委   員   渡辺 理雄 

委   員   前田 千香子 

委   員   石田 亨 

欠席委員 2名  

委   員   大橋 綾子 

委   員   髙橋 司 

 

 

社 側 出 席 者  楢崎 憲二（取締役会長） 

榧野 信治（代表取締役社長） 

青山 尚之（専務取締役営業局長） 

小岩 祥子（報道制作局担当局長）  

                澤藤 寛明（報道制作局制作部副部長） 

 

事 務 局     畑山 篤（取締役編成局長 兼 放送番組審議会事務局長） 

平山 亜希子（編成局編成業務部副部長） 



４. 議  題  
1．6/2（日）23:25～23:55 夢・見る・ピノキオ 

「街角ダイアリー もりおか鉈屋町」 

2.その他 

 

５. 資  料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

６．意  見 

委 員 側 意 見 

〇日曜日の夜、明日から仕事だという時に見る番組としては非常にいい番組だと思ってい

る。今回のテーマで、歴史とか職人さん、食べ物やお酒、限られた時間の中でバランスよ

く取り上げられていた。 

〇ホームページで過去の番組の内容が見られるようになっているのだが、どこかの昼間の

時間で再放送をしたら見るのではないかと感じた。 

〇洋楽とナレーションとインタビューでとてもリラックスして見られ、お洒落なセンスの

いい番組で、今回 6 か所取材して、丁寧に大事な言葉を拾って、ナレーションとインタビ

ューだけでじっくりと紹介してくれているので良かった。 

〇番組にはモデルとなるものがあるのか。 

〇「夢・見る・ピノキオ」は非常に長い番組だとは知っていたが、22 年と聞いて驚き、そ

れだけ視聴者に愛されている番組なのだと思った。同じスタイルで同じテンポで、毎週番

組が進行するのでそういう意味で非常に心地よい。 

〇盛岡の中でも歴史のある良い所を取り上げていたので、そういう着目点も良かったと思

う。古い江戸時代から明治にかけての歴史的な建造物を取り上げて、鉈屋町の歴史的背景

に最初に取り上げたのも良かったと思うし、映像も散策している人の目線で撮っていたの

で、非常に自分が散歩や散策しているような臨場感も感じた。 

〇たい焼き屋さんの営業時間は夜までで日中の明るい時間は子供がお客さんとして来て、

夜は夜で地元の人達の集いの場になっているのかと思ったので、少し昼の雰囲気とまた夜

の雰囲気で地元に愛されているような雰囲気を出せれば良かったかと思う。 

〇今回取材対象となったエリアに住んで 20年くらいになるが、知らない歴史とか知らない

場所、知らない店が意外と多かったと感じている。 

〇インタビューのところで、例えば質問の字幕があってそれに答える形であると、見る側

はわかりやすいのではないかと感じた。 

〇コーヒー店の方と藍染めのお店の方はどこのご出身の方かもしわかれば教えていただき

たい。 

〇藍染めの職人さんの腕が藍色に染まっていて気になってしまった。 

〇「夢・見る・ピノキオ」の名前の由来について教えていただきたい。 



〇地名は土地に刻まれた言葉であるという表現もあるので、こうした昔ながらの町名をこ

れからも番組で取り上げてほしい。 

〇今回ナレーションが多すぎたように感じ、もう少し絞っても良かったのではないかと思

った。 

 

局 側 意 見 

〇藍染め職人の手が染まっている件では、「すくも」からたてて作っている藍染めの昔なが

らのやり方で、皮膚に張り付くような感じで手が染まるとのこと。 

〇藍染め職人の方は沿岸の山田町出身で、縁があってあの場所を見つけ、水も良いし藍を

やるには綺麗な水が必要という事であの場所を選び、コーヒーのロースターの方は元々八

戸出身。鉈屋町に場所を決めたのは、たまたまという事だった。 

〇番組の名前の由来は日曜の深い時間帯に放送するのでちょっとファンタジックな名前を

付けたいと。番組はその時は生まれたばかりでピノキオが人形でそれが人間になっていく

わけで、番組もそういう風に育っていきたい。人形から人間になるように、そういうイメ

ージを持って「夢・見る・ピノキオ」という名前を付けた。 

〇他局の全国ネットでやっていたシリーズ番組があって、それがかばん一つを持ってどこ

かに出かけるという番組で、ＢＧＭと美しい映像という形で、それをお手本の一部とした。 

〇食べ物の場面では視聴者が自分が行って食べているというような感覚で見てほしいので、

リポーターは敢えて使わずに料理の美味しそうなシーン、持ち上げるのも自分の目の前に

持ってきているような、そういう撮り方をしている。 

 

７． 審議機関の答申または意見の概要を公表した場合のおけるその公表の内容、方法

及び年月日 

 

公表の方法 

① 自社放送 6月 25日（火）11:45-11:52「あなたと歩むテレビ岩手」 

②テレビ岩手本社での備え置き 

③読売新聞への掲載（別添） 

④自社 HPでの掲載  http://www.tvi.jp/banshin/index.html 

 

 

 

 


